
この教室は３ページで紹介した実証事業を行う
株式会社デンソーの協力で開催に至りました

Ｖリーガーと子どもたちが交流
　「熊本復興支援 バレーボール教室 in 菊池」が菊池
市総合体育館で開催され、菊池郡市と益城町在住の小
学生約 100 人が参加しました。Ｖリーグ所属のエア
リービーズから熊本県出身の森

も り
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選手を含む九
州出身の３人が講師として来場。基礎練習やゲームな
どで子どもたち
と交流しました。
最後にサイン会
があり、エール
をもらった子ど
もたちはうれし
そうに笑顔を見
せていました。

８月６日　熊本復興支援バレーボール教室

全国共進会の結果は市ホームページでもご
覧いただけます

菊池の牛の良さを全国へ
　第 11 回全国和牛能力共進会（宮城県開催）へ出品
する熊本県代表に選ばれた市内の生産者３人が市長を
表敬訪問しました。生産者の皆さんは「日頃の努力の
成果を発揮し、菊池で育った牛の良さを全国に広めた
い」と市長に抱負を述べました。出場者は次のとおり
です。（敬称略）
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８月７日　第 11 回全国和牛能力共進会

1. 企画した黒肥地さん　2. 県外からも多くの歴史ファンが来館　3. 私塾には藩外からも大勢の人が学びに来ていた
4. 黒肥地さんの解説書付き　5. 刀剣や宮本武蔵の書画も展示

菊池文教を支えた渋江家の功績と歴史を伝える
　菊池わいふ一番館で「黒肥地コレクション」が 11
月 26 日㈰まで開催中です。菊池で私塾を開き文教を
支えた渋江家や幕末の思想家横

よ こ

井
い

小
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、西郷隆盛の書
とされるものや、菊池一族のお抱え鍛冶だった延寿の
刀剣など数十点を展示。「なぜ渋江家に勝海舟の書が
あるのか」など
解説もあり。企
画した黒

く ろ

肥
ひ

地
じ

雅
ま さ
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と

さんは「菊池
に多くの偉人が
訪れていたこと
を知ってほしい」
と話しました。

８月４日～　黒肥地コレクション in わいふ一番館

菊池農高馬術部が18年ぶり全国制覇！
　第 51 回全日本高等学校馬術競技大会が 7 月 25 日
と 26 日の二日間、静岡県で開催され、菊池農高馬術
部が全国の頂点に立ちました。同部の優勝は 18 年ぶ
り４度目。接戦を制して勝ち進んだ決勝戦では、吉永
翔司さんが両チーム唯一の減点０で走り抜け、優勝を
決めました。出
場選手は次のと
おりです。（敬称
略）
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８月８日　第 51 回全日本高等学校馬術競技大会

菊池農馬術部の皆さん。10 月にあった愛
媛国体でも 45 年ぶりの優勝を飾りました

藤田区自主防災会に活動備品を贈呈
　地域コミュニティーの健全な発展を図ることを目的
とした「コミュニティ助成事業」により、藤田区自主
防災会に発動発電機を搭載した投光器が整備されまし
た。この事業は、宝くじ社会貢献広報事業費を財源
として、一般財団法人自治総合センターが助成決定
を行っています。
投光器は災害時
や夜間作業など
で活用予定。今
後、藤田区自主
防災会のますま
すの活性化が期
待されます。

８月　宝くじ助成事業

整備された投光器
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第２次審査出品作品を紹介します
　明るい選挙啓発コンクールにたくさんの応募をいた
だきありがとうございました。選挙管理委員会で第一
次審査を行い、次の作品を選考して第２次審査へ出品
しました。第２次審査の結果発表は平成 30 年１月予
定です。

2017 明るい選挙啓発作品コンクール

　皆さんの作品をとおして、選挙の大切さを認識して
もらい、明るい選挙の推進につなげていきます。
　第２次審査に出品した作品は次のとおりです。（敬
称略）
問選挙管理委員会　☎ 0968(25)7201

中
なか

嶋
しま

　紅
こう

（泗水中２年）

習字部門

二次審査出品作品
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熊本の食材で本格フレンチ
　フレンチシェフで泗水町出身の中山豊光シェフに
よる熊本食材を使ったイベント「Dining Field in 
Kikuchi」が菊池夢美術館で開催されました。ギャラ
リーにテーブルが並べられ、美術館はレストランに様
変わり。一流シェフの本格フレンチを楽しもうと市内
外 か ら 約 60 人
が 訪 れ ま し た。
市外から参加し
た女性は「とて
もおいしかった。
また開催してほ
しい」と話しま
した。

８月13 日　Dining Field in Kikuchi

本格フレンチに舌鼓を打つ来場者

目指せ！菊池の未来のリーダー
　「森の学校・きくち」が菊池少年自然の家で開催さ
れ、市内中学生 24 人が参加しました。子どもたちの
国際的感覚や未来のリーダーとしての資質育成を目的
に市が開催し、今回で２回目。参加者は普段体験でき
ない３日間にわたる英語中心の生活をエンジョイした
ほか、国内外で
活躍中の講師２
人の講義を受講
しました。この
中から本市の未
来のリーダーが
生まれることを
期待します。

８月８日～ 10 日　森の学校きくち

ALT（外国語指導助手）との交流を楽しみ
ました

一流シェフの中山豊光さんと夢を語ろう
　パリで活躍する泗水町出身の中

な か
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シェフと交流
する「ユメミライレストラン」が生涯学習センター
で開催されました。料理の極意や生き方を学ぼうと、
15人の高校生らが参加。菊池産の食材を使ったリゾッ
トと地鶏のサラダに挑戦し、本場の調理法を学びな
がら将来の夢を
語り合いました。
中山シェフは「両
親への感謝を忘
れずに夢を追い
かけてください」
と言葉を送りま
した。

８月12 日　ユメミライレストラン

ヤマメを追いかける子どもたち

ヤマメのつかみ取り
　きくち観光物産館で、お盆休み恒例のヤマメのつか
み取りが開催されました。観光客や帰省した家族、地
元の小学生など約 120 人が参加。すばしっこいヤマ
メをびしょ濡れになりながら追いかけ、捕まえると歓
声を上げて喜んでいました。捕まえたヤマメは参加者
が自分で焼いて
実食。帰省した
孫を連れて参加
した男性は「年々
孫も上手になり、
成長を感じます」
と笑顔を見せま
した。

８月12 日　きくち観光物産館

会場全員でコンサートを楽しみました

清泉20周年記念童謡コンサート
　介護老人福祉施設「清泉」の創立 20 周年記念童謡
コンサートが同施設であり、入所者や地域住民が歌声
を楽しみました。同施設で 19 年間コンサートを続け
てきた地元合唱団「童謡すみれ」のほか、子どもたち
やピアノ教室の生徒らが出演。『富士の山』『川の流
れのように』な
ど童謡や歌謡曲
を披露しました。
歌を聴いた入所
者は「素敵な歌
声に元気をもら
いました」と目
を細めました。

８月10 日　介護老人福祉施設「清泉」
子ども議会でまちづくりを学ぶ

　平成 29 年度菊池市子ども議会（議長・七城中３年
小

こ

島
じ ま

龍
りゅう

祥
しょう

さん）が、泗水支所の菊池広域連合議会議場
などで開かれました。江頭市長が市内５中学校の代表
16 人に「子ども議員」の委嘱状を交付。続いて菊池
市選挙管理委員会から選挙権についての説明がありま
した。議場で行
われた一般質問
で は 15 人 全 員
が質問し、学校
生活や日常生活
で感じているこ
とを市執行部に
問いかけました。

８月18 日　菊池市子ども議会

緊張した面持ちの子ども議員たち

講演後の意見交換では活発な意見や質問が
市長に投げかけられました

市長と龍門地区の可能性を語る
　市長と語る会が RonRonKan であり、龍門地区の
市民約 70 人が参加しました。主催した龍門ふるさと
振興会の緒

お

方
が た

啓
け い

一
い ち

会長が「千里の道も一歩から。今日
がその一歩になる」とあいさつ。江頭市長が「龍門は
宝の山」と題し、「龍門には菊池ファンを増やすため
の要素がたくさ
ん詰まっている。
その宝を生かし
て、皆さんと一
緒に持続可能な
地域にしていき
たい」と講話し
ました。

８月19 日　市長と語る龍門の未来

ALT の先生と遊びながら英語によるコミュ
ニケーションを学びました

遊んで話して英語を学ぼう！
　市内の小学校６年生を対象に「夏休みイングリッ
シュ・ディ・キャンプ」が開催されました。教育委員
会主催。学校の授業では経験できない英語活動を通し
て、英語に対する興味を高め、コミュニケーション能
力の向上を目指し初めて開催しました。子どもたちは
ALT の先生が考
えた英語のゲー
ムやクイズでネ
イティブな英語
に触れ、コミュ
ニケーション能
力を高めていま
した。

８月22・24 日　夏休みイングリッシュ・ディ・キャンプ

増設した工場の外観

倉敷紡績㈱と進出協定を締結
　倉敷紡績㈱が森北工業団地内に熊本開発センターの
増床および開発体制の強化を行うことが決まり、市と
進出協定を締結しました。樹脂加工品の研究開発にか
かる設備などの増強に伴うもので、工場は９月に着工。
総投資額は約６億円で、新たに９人程度を雇用する予
定です。操業開
始時期は来年３
月を予定。半導
体製造装置など
で用いる樹脂加
工品の研究開発、
製造・販売を行
います。

８月23 日　企業誘致
井和工業㈱と進出協定を締結

　井和工業㈱が森北工業団地内に建屋と設備を増設す
ることに伴い、協定調印式が熊本県庁でありました。
増設は半導体市場の拡大に伴うもので、工場は平成
29 年 9 月に着工予定。総投資額は約５億円を予定し
ており、約 20 人を新たに雇用する予定です。
　同社は昭和 34
年創業。合成樹
脂 製 品 の 成 形、
加工、組み立て
のほか、スポン
ジ 製 品 の 加 工、
販売などを行っ
ています。

８月23 日　企業誘致

大勢の人たちが被災地の復興を祈りながら
祭りを楽しみました

鎮魂と復興の祈りを込めて
　玉祥寺区の夏祭りで、ろうそくを並べて火をともす、

「玉祥寺万灯会」がありました。震災の犠牲者の鎮魂
と被災地の復興を祈ることなどを目的に平成 24 年か
ら行われています。ろうそくは玉祥寺本堂、菊池為邦
公・菊池重朝公墓前や春日神社など祭り会場一帯に設
置。会場では音
楽家の生演奏が
流れ、春日神社
では影絵の披露
もあり、子ども
から大人まで祭
りを楽しんでい
ました。

８月15 日　玉祥寺万灯会

1. 参加者全員の夢を描いた寄せ書きを持って記念撮影　2. ミシュランシェフの包丁さばきを伝授　3. 彩り豊かな地
鶏のサラダ。味も絶品　4.5. 矢継ぎ早に飛び出す参加者からの質問にも中山シェフは丁寧に答えてくれました
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熊本県新産業振興局長
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